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・プロジェクト、事業活動者、地域の
　コーディネート
・提案書作成、コンテスト発表のアドバイス
・ミーティングの実施

取り組みのきっかけ

常設型のこどもたちの居場所、地域の人たちの
交流拠点、子育てに悩むママたちの憩いの場を
作りたい。横浜市の拠点整備事業（コンテスト
形式）にエントリーし、施設整備費の助成を受
けたい。コンテストを進めていくため、プロジェ
クトに伴走してほしい。

相談内容

・1年にわたる横浜市のコンテストを無事に通過し、整備助成金の内定を
　得ることができました。
・整備をする拠点が、子どもたちの居場所だけではなく地域の交流拠点として発展を
　していったとき、子どもたちが生活をする地域の方たちに、子どもたちを見守る
　意識を醸成できたのではと思います。
・想いをカタチにする取り組み×地元自治会町内会×専門職（NPO等）を繋げるコ
　ーディネートをしていただけたことで、活動の幅が広がりました。

つみれプロジェクトさんからのコメント

伴走
者：須田

サポ
ーター：花澤

おこなった伴走支援

鶴見駅周辺には、地区センターがなく地域の大人た
ち子どもたちが気軽に集える場所がありません。子
ども食堂などをやりたいけど、どこでやったらいい
だろうか？と以前から相談がありました。そのため、常設型の居場所、
交流拠点を作りたいとプロジェクトがスタートしました。

やりたいこと、必要だと思うことが多く、申請書に書くことが盛りだく
さんになってしまう。どうしたらいいか︖

拠点づくりにつながるための、地域交流の取り組みをしたい。具体的に
「おなかま食堂」という食事会をしたい。

メンバーの間で自分たちの想いを共有して、優先順位をつけていく。
自分たちが「絶対にやりたいこと」を優先し、やりたいことを中心にま
とめていくのはどうかな。

人が集う拠点のデザインのアドバイスがほしい。

コンテストで発表をするための内容をまとめたい。

絶対に伝えたいことを 1つ整理しましょう。その伝えたいことを中心に
まとめていき、発表では、「なぜこの取り組みが必要なのか」「自分たち
がなぜ始めたのか」というストーリーを語ってもらうといいかな。

コミュニティカフェの実践者を紹介します。サードプレイス以外にも伴
走してくれるコーディネーターや鶴見区内で活動している建築デザイン
チームを紹介します。空間の使い方や人の交流を生み出す工夫について
相談ができる人を増やそう。

飲食を取り扱う場合は、必ず鶴見区の福祉保健センター生活衛生課に届
け出をしましょう。取り組みの企画をまとめた企画書を作って、実施し
たい会場の自治会長さんや役員さんに相談をしよう。周知などの協力依
頼もできるといいね。当日の準備は、誰が食べ物を作るのか、衛生管理
の徹底、参加者のアレルギーや万が一食中毒が出てしまったときの連絡
先を取るなど、しっかりとした準備が必要だよ。区の福祉保健センター
でも教えてくれるから相談に行くのもオススメだよ。


